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維
大
正
十
三
年
三
月
丁
亥
、
故
原
教
授
の
僚
友
門
人
等
相
謀
り
、
席
を
妙
滿
の
精
舍
に
設
け
、
僧
に
請
ひ
經

を
誦
し
、
敬
み
て
君
の
靈
を
祭
る
。
嗟
光
陰
の
逝
き
易
き
は
、
駒
の
隙
を
過
ぎ
る
に
譬
ふ
、
君
が
館
を
捐
て
し

よ
り
已
に
二
月
を
經
た
り
。
講
帷
の
舊
物
、
卷
帙
空
し
く
存
し
、
蒿
里
の
新
歌
、
幽
明
長
へ
に
隔
た
り
ぬ
、
嗚

呼
哀
哉
。
古
人
言
へ
る
こ
と
あ
り
、
上
士
は
生
死
を
齊
し
く
し
、
下
士
は
生
を
愛
し
死
を
惡
ん
で
之
に
迷
ふ
と
。

予
君
が
平
生
を
知
り
屡
々
死
生
の
説
を
聞
く
。
又
其
初
疾
よ
り
以
て
命
終
に
迄
る
ま
で
、
意
氣
精
爽
、
平
日
に

異
な
ら
ず
、
賓
客
を
顧
瞻
し
て
、
談
論
風
發
せ
し
を
見
て
、
必
ず
し
も
此
間
に
戚
々
た
る
も
の
に
非
ら
ざ
り
し

を
知
る
。
況
ん
や
歳
を
享
け
て
五
旬
を
踰
ゆ
、
以
て
夭
折
と
な
す
べ
か
ら
ず
、
官
を
累
ね
て
三
位
に
至
る
、
以

て
幽
滯
と
な
す
べ
か
ら
ず
。
然
り
而
し
て
予
が
君
を
哭
し
君
を
惜
み
て
已
む
能
は
ざ
る
所
以
の
も
の
は
、
君
が

學
界
に
效
せ
し
偉
績
は
衆
目
の
均
し
く
觀
る
所
な
れ
ど
も
、
其
名
山
の
業
に
至
り
て
は
猶
之
を
將
來
に
待
つ
も

の
あ
り
。
君
が
教
を
大
學
に
掌
り
講
席
を
主
持
す
る
、
其
人
材
を
造
就
す
る
も
の
葢
し
鮮
な
し
と
せ
ず
、
然
れ

ど
も
門
下
の
桃
李
猶
其
栽
培
に
頼
る
も
の
あ
り
。
若
夫
れ
思
う
て
君
の
私
に
及
べ
ば
、
君
が
往
年
鼓
盆
の
興
あ

り
し
よ
り
、
門
庭
寂
寞
、
中
饋
人
な
く
、
父
子
相
依
り
、
懽
少
な
く
し
て
苦
多
く
、
晨
米
暮
鹽
、
君
の
料
理
に

歸
し
、
弱
息
穉
子
、
君
が
撫
育
を
待
て
り
。
君
が
廬
を
過
ぐ
る
ご
と
に
、
未
だ
嘗
て
其
不
幸
を
悲
ま
ず
ん
ば
あ

ら
ざ
り
き
。
今
や
君
逝
け
り
、
存
す
る
も
の
誰
れ
を
か
恃
ま
む
。
嗚
呼
哀
哉
。
僕
君
と
交
る
こ
と
久
し
く
、
君

を
知
る
こ
と
尤
熟
す
。
而
し
て
性
情
氣
體
の
相
反
す
る
こ
と
、
亦
未
だ
我
兩
人
に
如
く
も
の
あ
ら
ず
。
葢
し
君

の
性
は
駿
敏
、
僕
は
則
ち
儒
緩
、
君
の
體
は
彊
健
、
僕
は
即
ち
羸
弱
、
窃
に
以
爲
ら
く
、
一
朝
君
に
先
だ
ち
、
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化
し
て
異
物
と
な
ら
ば
、
身
後
の
事
、
應
さ
に
君
の
經
紀
に
頼
る
べ
し
と
。
孰
れ
か
謂
は
む
、
駿
敏
な
る
も
の

逝
い
て
儒
緩
な
る
も
の
存
し
、
彊
健
な
る
も
の
折
れ
て
、
羸
弱
な
る
も
の
全
か
ら
む
と
は
。
豈
に
喬
木
挺
生
し

て
風
に
摧
か
れ
易
く
、
女
蘿
柔
を
以
て
乃
ち
其
根
に
安
ず
る
の
類
か
。
爰
に
身
世
を
維
ひ
、
以
て
哀
志
を
申
べ

む
と
す
れ
ば
、
情
結
ぼ
れ
哀
み
切
に
し
て
、
斷
絶
す
べ
か
ら
ず
。
嗟
僕
の
言
此
に
止
ま
る
、
君
聞
く
か
、
其
れ

聞
か
ざ
る
か
。
嗚
呼
哀
哉
、
尚
く
は
饗
け
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
三
年
、
藝
文
第
拾
五
年
第
四
號
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
支
那
學
文
藪
」
み
す
ず
書
房

　
　
　1973
（
昭
和48

）
年4

月2

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
支
那
學
文
藪
」
弘
文
堂

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年
発
行

初
出
：
「
藝
文
　
第
十
五
年
第
四
號
」

　
　
　1924

（
大
正13

）
年

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
染
川
隆
俊

2009

年6

月18

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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